
（別紙３）

～ 令和８年　3月　31日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

～ 令和８年　3月　31日

（対象者数） 30 （回答者数） 30

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員同士のコミュニケーションを大切に、職員の

強みを活かして支援が出来るように連携を図って

いきます。

2

事業所だけではなく、イベントなどを沢山行い、

たくさんの人たちと関わりを持てるように取り組

んでいます

3

送迎車内においても、児童に満足してもらうよう

に関わりを持ち、安全に自宅まで送迎できるよう

に取り組んでいます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者様同士の交流会などのを提供出来るように

取り組んでいきます。

2

3

○事業所名 社会福祉法人わんぱく福祉会　わんぱくハウス

○保護者評価実施期間
令和８年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

令和８年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　４月　１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者様同士の関わり方。
保護者様同士の顔合わせる機会を、もっと増やして

いくこと。

職場の雰囲気がいいところです。

幅広い年齢層との他児童との関わりを大切にしてい

ます。

多方面の送迎をしています。

毎月行われている職員会議を通して職員の悩みや児

童の困りごとなどを相談して職員同士の役割負担な

どを行いながら支援や日々の業務にあたっていま

す。

年齢が違う他児童と過ごすことで、日々の生活に必

要なスキルなどを真似しながら色んな事を学び、お

友達などの関わり方を大切にしています

送迎時間の調整を行うことで、保護者様の負担を減

らしてます。

事業所における自己評価総括表公表


